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中国におけるタイヤ用スチールコード会社の設立について 
 
 今般、当社は、新日本製鐵株式會社（以下、「新日本製鐵」）及び株式会社メタルワンと、

中国江蘇省常州市において、タイヤ用スチールコードの製造販売を行う新会社「東京製綱

（常州）有限公司」（以下、「新会社」）を設立することで合意しました。 
 
新会社の資本金は約６０億円であり、年内中に生産を開始し、段階的に生産を拡大して

いく予定です。当面の生産規模としては年間１８，０００トンで開始し、近い将来３６，

０００トンに増設することを視野に入れています。 

 
中国のスチールコード市場は、急速な高速道路網の整備によるラジアルタイヤの普及と、

日系・外資系タイヤメーカーの進出、生産増強により、大幅な需要拡大が見込まれていま

す。 
このような需要の高まりのなかで、新会社は、当社子会社である東京製綱スチールコード

株式会社（岩手県北上市）の有する独自製造技術及びユーザーからの信頼と実績のある品

質管理手法を導入することによって、高品質且つコスト競争力のあるスチールコードを、

中国内外のユーザーに対して供給していく予定です。 
また、新日本製鐵は、スチールコードの主原料として、高品位の鋼材を新会社へ安定供給

することにより、素材から製品までの一貫した製造、品質管理を可能にし、高級且つ付加

価値の高い、競争力ある製品を市場に送り出すことができるものと考えております。 

  

特に、今後の中国並びに東南アジアの市場では、モータリゼーションの高まりと道路整

備の拡大に伴うラジアルタイヤの単なる量的拡大のみならず、市場の発展に応じて多様な

特性を有する高品質製品ニーズが拡大してくるものと予想されます。 

新会社においては、新日本製鐵の提供する高品位の素材をベースに、当社の技術開発力と

品質管理能力をもって、市場の多様なニーズに対応していくとともに、高品質製品を指向

するユーザーの要望にも充分に応えられるタイヤコード供給を目指していくものです。 

 



 なお、当社においては、昨年来、中国企業との基本合意に基づき、合弁形態での進出を

検討してまいりましたが、合弁の諸条件において両社の合意が成立しなかったことから、

改めて進出方法について検討を深化してまいりました結果、この度、上記のとおり、日本

資本での独資形態により中国進出を決定した次第です。 
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